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　ストレス反応に及ぼす|生格特性の影響

　　　　　　　　　　　　　　　　　矢　島　潤　平

The Relationship between PsychobiologicaI StΓessResponses lnduced

　　　　byMental Stress Testing and Personality ChaΓacteΓistics.

　　　　　　　　　　　　　　　　Jumpei　YAJIMA

目　　的

　今日の代表的なストレスモデルは，心理生物

学的ストレス反応がストレッサーと生体のコー

ピング資源との問の相互作用的な不均衡から生

まれることを強調するとともに，これらのトラ

ンスアクショナル過程に関連する心理社会的要

因を明らかにしている（Lazarusら,1984）。

　ヒトを対象としたストレス研究では，実験室

において急性ストレスを負荷し，質問紙法によ

る主観的評価（Mattwesら,1990）や血圧や脈

拍などの心臓血管系測定（浮田ら，1996）が広

く行われているが，精神神経免疫学の発展にと

もない，免疫系と中枢神経系の相互連関性が指

摘され，ストレス状況下でのこれらの動態が注

目されている（Aderら，2001）。中枢ノルアド

レナリンの主要代謝産物3-methoxy-4-

hydroxyphenylglyco1（MHPG）は，中枢交

感神経活動を反映する指標として（Massら，

1976）不安障害やうつ病を中心に血中ＭＨＰＧ

を測定した数多くの報告があり，健常者も含め

て状態不安を反映する指標といわれている

（Pliskaら，1988; Sevyら，1989; Slaapら，

1996）。ストレス負荷によるＭＨＰＧに及ぼす影

響については，光刺激や電気ショックの脅威に

より血中ＭＨＰＧが上昇する（Buchsbaum

ら,1981），実験室場面での大学生へのメンタル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

ストレステストで唾液free-MHPGが上昇する

（津田ら，1998）と報告されている。免疫機能

のなかで，体液中に散在するタンパクのうち，

異物として認識された非自己抗原に結合しその

働きを消し去る抗体の一つが分泌型免疫グロブ

リンA（s-lgA）である（valdimarsdottirら，

1997）。s-lgAの活性化は，免疫反応性とよばれ

ストレス反応の重要な指標である（山田ら，

1995）。ストレス負荷によるs-lgAに及ぼす影響

については，実験室場面でのノイズ負荷による

s-lgAの上昇（山田ら，1995），メンタルストレ

ステスト負荷による上昇（矢島ら，印刷中）な

ど報告されている。とくにストレスなどの心理

的要因との関連性が指摘され，健康と病気の結

果を全身性に左右する仲介機構として，その働

きが注目されている。

　改訂版アイゼンク性格特性検査（ＥＰＱ-Ｒ）

は，神経質的傾向，精神病質的傾向，内向性-

外向性の３つの性格特性を同時に測定する質問

紙（Eysenckら，1985）である。神経質傾向

と不快なストレス感や懸念，精神病質的傾向と

外向性は不快なストレス感の低さと関連してい

る（Matthewsら，2000）。

　そこで本研究では，大学生を対象として，認

知一情報的な課題としてメンタルストレステス

ト（Ravens matrix task）を負荷した際の心

理生物学的ストレス反応に加えて，対象者の性

格特性をEPQ-Rにて評価することで，性格特
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性が実験的に惹起された心理生物学的ストレス

反応にどのような影響を与えているかについて

も検討した。

方　　法

被験者

　参加の同意の得られたこの種の実験にナイー

ブである健康な大学生54名（男性16名，女性38

名，年齢18-29歳）を対象とした。

手続き（Fig.1）

　被験者には実験室に入室後，実験の説明を行

い，実験の同意書にサインを求めた。安楽椅子

に座らせ，EPQ-Rに記入を求めた後，10分間

の順応期を置き，唾液を採取し，質問紙への記

入を求めた。９分間のメンタルストレステスト

を施行した。課題終了直後と10分間の回復期後

に再度唾液を採取し，質問紙への記入を求め実

験を終了した。なお，実験中脈拍と血圧を非観

血的に連続測定した。

唾液　　　　　　　　▲　　　　　▲　　　　▲

脈拍，血圧●●●●讐●●●●●●●●●●●●●●●●●●

質問紙　　　　　　●　　　　　●　　　　●

応期　　ﾒﾝﾀﾙｽﾄﾚｽﾃｽﾄ　　回復期

EPQ-R

　　Fig.1　実験のプロトコール

メンタルストレステスト

　コンピュータによって表示したRavens

matrix taskをメンタルストレステストとして

用いた。ディスプレイの画面上に一部空白のあ

る模様を表示する。また同画面上に空白に当て

はまるいくつかのピースを表示し，その中から

最も適したピースを選択させる課題。正解を選

択したら次の課題に進む。不正解ならBeep音

が鳴り同じ課題を繰り返す。連続２回間違えた

ら自動的に次の課題に進む。

-

EPQ-R

　神経質的傾向，精神病質傾向，外向性及び虚

構性の４つの下位尺度48項目で構成。２件法で

回答。神経質的傾向：自律神経系の生得的な不

安定性に基づく次元で，情緒安定者は怒り，不

安，攻撃性などに乏しく，情緒不安定者はこれ

らの情動が激しい。精神病質傾向：共感性や無

感動，刺激耐性や非影響性などに関わる次元。

外向性：中枢神経系の興奮と抑制の度合いに基

づく次元で，内向性の人は刺激嫌悪で不定愁訴

などへの感受性が高く，外向性の人は刺激飢餓

で感受性が低い。

心理生物学的ストレス反応の測定

唾液サンプル

　唾液の採取は，被験者の口内を水で洗浄した

後，フィルター（cotton wool swab）を口内

に５分間挿入し,唾液を吸着することで行った。

採取後，フィルターを唾液採取専用のスピッツ

（SALIVETTE（Sarsted，Numbrecht，

Netherlands））に入れ，遠心分離器（KR-

180B，Kubota）によって遠心分離（1000Γpm，

2min）を行い，上澄み液を分析試料（0.5mD

とした。今回用いた唾液採取法は，従来の口腔

外自然排出法と異なり，唾液と空気との接触が

ほとんどなく，また大気中の異物との接触を抑

えることができた。なお，唾液は試料分析ま

で-80℃で冷凍保存した。

唾液free-MHPG濃度の測定（Yajimaら，2001）

　採取した唾液に，1mlの0.2mol/l acetate

Buffer（ph4,2）と内部標準物質である10ngの

D3-MHPG（MHPG-d3 PIPEKAZINE SALT，

Msdisotopes）と酢酸エチルを４ｍｌ加え，20

分間撹押した。その後，遠心分離（1500rpm，

10min）し，酢酸エチル層を分取し，コンセン

トレータ（Speedvac　Concentrator＆

Refrigerated Condensation Trap， SVC-

100H，Savant）を用いて乾固した。トリフル

オロ酢酸を60μ|加え，120℃で20分間加熱誘導

体化し，ガスクロマトグラフィーマススペクト
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ロメトリー（Hitachi M80-B， Hitachi）を用　　関係数を算出した。

いて測定した。

唾液s-lgA濃度の測定

　ベーリングネフェロメーター（BN100，ヘキ

ストジャパン）を使用し，免疫ネフェロメトリ

ー法で測定した。Ｎ蛋白標準血清を標準とした

検査量を作成し，唾液中に生じた抗原抗体反応

複合物にレーザー光を照射した。抗原の濃度に

比例して光散乱強度が増減するが，この光散乱

強度を検出した。

結　　果

心臓血管系ストレス反応性の測定

　逆手中指に装着したカフを通じてフィナプレ

ス法によって収縮期血圧（SBP），拡張期血圧

（DBP）及び脈拍（HR）を1拍動毎に連続測定

した。順応期の最後の3分間のSBP，DBP及び

ＨＲデータの平均値を基準値とした。心臓血管

系ストレス反応性の結果は，メンタルストレス

テスト負荷中と回復期の平均値を代表値とし

た。

　free-MHPG濃度とs-lgA濃度は，ストレス負

荷により有意に上昇して，負荷終了時に速やか

に基準値に戻った（Fig.2）。血圧とＨＲは，ス

トレス負荷により有意に上昇して，負荷終了時

に速やかに基準値に戻った（Fig.3）。気分で

は，エネルギー覚醒がストレス負荷により下降

１１

６

→－s-19A(m9/dl)

→－free-MHPG(n9/ml)

順応期 課題期 回復期

主観的ストレス反応の測定

ストレス状態質問紙(津田ら，2000)

気分：現在の気分と感情をチェックする質問紙

で，４段階評定。正の情緒を反映したエネルギ

ー覚醒10項目と，負の情緒を反映した緊張覚醒

10項目から構成されている(Matthewsら，

1990)。高得点ほどそれぞれの覚醒が高まって

いることを示す。

仕事負担評定：メンタルストレステストについ

て評価する質問紙で，精神的負担，身体的負担，

時間的プレッシャー，課題遂行，努力及びフラ

ストレーションの下位尺度から構成されている

(Hartら，1988)。

Fig.2　free-MHPGとs-lgAの変化

１

１

統計的解析

　心理生物学的ストレス反応性の結果について

は，分散分析（ＡＮＯＶＡ）を適用した。

ＡＮＯＶＡによって有意な主効果または交互作用

が認められた場合，Tukeyの一対比較によって

群間比較を行った。相関分析にはピアソンの相

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

２

a

　21

１５

ノヘ
→－SBP(mmH9)

→－DBP{mmH9}
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Fig.3

　　　課題期　　　回復期

心臓血管系の変化

-●“一エネルギー覚�

一一・一里張覚瞳

順応期

Fig.4

　課題期　　　回復期

気分の変化
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Fig. 6　神経質的傾向とfree-MHPG
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　　　　　Fig.7　神経質的傾向とs-lgA

し，緊張覚醒は上昇した(Fig.4)。仕事負担

評定は，精神的負担，時間的プレッシャー，努

力，フラストレーションの項目が高値であった

(Fig.5)。

　EPQ-Rの下位尺度の結果は，神経質的傾向

(Mean=6.8)，精神病質的傾向(1.9)，外向性
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　神経質的傾向と収縮期血圧

順応期

→=

→= LowHigh

一
課題期 回復期

　　　Fig. 9　神経質的傾向と拡張期血圧

ション（r=0.40）と正の相関が認められた。

　次に，EPQ-Rの各下位尺度の平均より１ＳＤ

以上をHigh群，また平均より１ＳＤ以下をLow

群と設定した。各下位尺度ともHigh群とLow

群で有意な差が認められた。そこでHigh群と

Low群を主効果として心理生物学的ストレス反

応を従属変数としてＡＮＯＶＡを行った。 free-

MHPGでは，神経質的傾向の低い個人に比較

して高い個人は順応期は高値，課題期に低価を

示し（Fig.6），s-lgAでは神経質傾向の高い

個人は変化がみられず（Fig.7），血圧では神

経質的傾向の低い個人に比較して高い個人は順

応期は高値を示した（Fig.8，9）。その他の

心理生物学的ストレス反応については有意な差

が認められなかった。

(6.7)であった。 ＥＰＱ-Ｒの各下位尺度と心理　　考　　察

生物学的ストレス反応との相関分析を行ったと

ころ，神経質的傾向とＳＢＰ(ｒ=０．４０)，ＤＢＰ　　　本研究は，性格特性が実験室場面での心理生

(r=0.40)，緊張覚醒(r=0.60)，フラストレー　　物学的ストレス反応性に影響を及ぼすことを明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らかにした。円ｇ．２に示すようにメンタルス
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トレステストによってfree,MHPGとs-lgAが上

昇した。中枢ノルアドレナリン作動神経の活動

は，生命ならびに精神活動の維持に重要な役割

を演じている(Cooperら，1996)。ストレス

によって生体はさまざまな情動変化や身体的変

化を受け，これらの影響は神経症やうつ病の発

症にも関与することから，ストレスを与えた実

験動物の脳内ノルアドレナリンとＭＨＰＧの変

化については関心がもたれていた(河野,1983)。

ヒトを対象とした研究では光刺激や電気ショッ

クの脅威により血中のＭＨＰＧが上昇を示す

(Buchsbaumら，1981)，実験室場面での大学

生へのメンタルストレステストで唾液free-

MHPG駈L昇する(津田ら，1998)との報告

がある。これら知見からRavens matrix task

によってノルアドレナリン神経系の活動性の五

逆が示唆される。ストレス負荷によるs-lgAに

及ぼす影響については，実験室場面でのノイズ

や(山田ら，1995)，メンタルストレステスト

を負荷することで唾液s-lgAがヒ昇する(津田

ら，1998)と報告されている。これら知見から，

急性ストレス条件下においてs-lgAは，上昇す

ることが示唆される。 Fig.3に示すようにメ

ンタルストレステストによって血圧と脈拍が上

昇した。ストレス負荷によって心臓血管系は上

昇することは明らかにされている(浮田,1996)。

またFig.4に示すようにメンタルストレステ

ストによって気分の変化がみられた。ストレス

負荷によって緊張覚醒が高まったり，エネルギ

ー覚醒が下降することが報告されている(津田

ら，1998，津田ら2000)。今回の結果も過去の

知見を支持した。　これら知見から，Ravens

matrix taskはストレス負荷として充分な課題

であることが明らかとなった。 Fig.5が示す

ようにRavens matrix taskは，精神的負担，

時間的プレッシャー，努力，フラストレーショ

ンの自覚を報告した。これらの結果は，主観的

ストレス反応を引き起こす上で充分な強さであ

ったことが示唆される。

　Fig. 6に示すように，free-MHPGにおいて

神経質的傾向の低い個人に比較して高い個人

は，順応期で高値を示し，課題期では低値であ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

　BuUetin吋Be狸u U71咄7sit!□unioyCa/贈ら京2圓2)

った。 Fig.8と９が示すように，SBPとDBP

において，神経質的傾向の低い個人に比較して

高い個人は，順応期で高値を示した。 free-

MHPGと神経質傾向との関連性については，

不安症状(Yamadaら，1998)やパニック障害

(Koら，1983)など精神疾患により上昇するこ

とが報告されている。中枢ノルアドレナリンと

ＭＨＰＧの変動は不安や抑うつなどの心理的ス

トレス反応を説明していると報告されている

(津田ら，1992)。血圧もまたストレス状態や不

安状態によって上昇することが報告されている

(浮田，2000)。これら知見から神経質的傾向の

高い個人は低い個人に比較して，課題前に不安

や緊張が高まったために高値を示し，課題中は

ストレス課題に集中して取り組んでいるので反

応が低いことが示唆される。

　Fig， 7が示すようにs-lgAにおいて神経質的

傾向の低い個人は課題期で上昇したのに対レ

高い個人は課題期での上昇が認められなかっ

た。神経質傾向の高い個人は，実験室場面での

メンタルストレステストに対するs-lgA抗体分

泌量の活動性が低いことが明らかとなった。急

性ストレス条件ドにおいてs-lgAは生体防御の

役割を示し，生体の調節を行っている(津田ら，

1998)。今回の結果から神経質傾向の高い個人

は生体の調節にアンバランスが生じている可能

性が示唆される。

　以上の結果から，性格特性が実験室場面での

心理生物学的ストレス反応性に影響を与えてい

ることが示唆される。
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Abstract

　OuF pFevious study indicated that the acute

stΓess caused increases in the saliva level of free-

3-methoxy-4-hydroxyphenylglycol（MHPG）and

immunoglobulin一八（s-lgA），blood pressure （BP），
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and　heart　rate(HR)and　the　score　of

questionnaire(mood,motivation,thinkinng

style,mental workload)However，it is unclear

whether these the　psychobiological stress

responses　are　relevance to　personality

characterislics.　This study investigated

relationship between the psychobiological stress

response on mental stress testing and personaljty

characteristics.Personality chaΓacteristic was

evaluated using Eysenck personality questionnBire

(EPQ-R).　The EpQ-R consists with neuroticism

(N)，extraversion，psychoticism and Lie scales.

Subjecls were healthy 16 male and 38 female

volunteers(19-29 years old).　At first，the

subjects completed EPQ-R.They took 10 minutes

resl jn an armchair prior to the stress session，

and were exposed to 9 minutes mental stress

testing fo】】owedby 3 minutes practice session.

Before 8nd after the stress session， saliva was

collected and subject was assessed a written

inquiry subjective scales of tense and energetic

arousal，self consciousness， mental work load，

and motivation. Bp and HR of the subject was

recorded by Finapress.　Mental stress testing

increased the saliva free-MHpG level，s-lgA level，

HR，Bp，then graduaHy reduced to the nom81

range after the stress session.Subjects also

showed stress responses such as the tense

arous81，the self consciousness 8nd task-irrelevant

thought.　ln the pre-stress condition，the saliva

free-MHPG and Bp in the high N group was

hejgher than in lhe low N group.　ln contrast，↑he

saliva free-MHPG and Bp in heigh N group was

lower than those in the low N group during the

stress session.　No relationship was found

between any persona】ity characteristic and s-lgA

or HR.　This result shows that the high N

subjects tend to increase tension in the pre-stress

condition and to decrease psychobiologica】stress

response.
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